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編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-113 小学校 図画工作 図画工作 第3・4学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

９ 開隆堂 図工 305
図工 306

図画工作　３・４上　できたらいいな
図画工作　３・４下　力を合わせて

　造形感覚や感性を働かせ、自主性や積極性を促す、児童にとってたのしく、 興味や関心の高まる
魅力ある題材内容を充実させました。表現と鑑賞の学習を通して、個性や創造性、自己肯定感を培
います。

　心を開いてたのしく友だちとかかわり、
協力し合いながら表現する活動は、児童の
自己肯定感を培う大切な題材です。たのし
く、興味や関心の高まる魅力ある題材内容
の開発を行い、いきいきとした活動の様子
を伝えるように心がけました。

　図画工作を学習する児童へのメッセージとして、造形表現のたの
しさやおもしろさを表したその書名を具体的にとらえ、造形表現の
意味や可能性を考える児童へのメッセージのページを設けました。

　令和６年度用図画工作教科書は、教育基本法、学校教育法に示された義務教育の目標と新学習指導要領における図画工
作科の目標と内容、カリキュラム（指導計画）等を捉え、編修の基本方針を次のように設定しました。

■ 1. 編修の基本方針

「やってみたい」気持ちを大切に児童の自主性を育む

協働と共生、持続可能な地球に貢献する

ICTの活用で学習を支える

様式05-1

「やってみたい」気持ちを大切に児童の自主性を育む

タブレットたんまつで見てみよう

メッセージ

循
じゅん

環
かん

-REC
［虎

とら

竹／高さ

アートフェア

人には個性があり、

だれ一人として同じではありません。

個性を大切に、相手のことを理かいして

力を合わせたとき、

思いがけない大きな力になります。

みんなで助け合う力は、

人生を大きくゆたかにします。 

竹工芸家／アーティスト　四代田辺竹雲斎

みんなと話し合ったり、力を合わせたり、何度もためしたり。

いっしょに考えると新しいアイデアも生まれてくるね。

一人ではできなかったことも、できそうだ ！

力を合わせて
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3・4年下 54-55ページ　つながるぞうけい「地いきとつながる」

3・4年上 12-13ページ
「生まれかわった なかまたち」

3・4年上 54-55ページ　
つながるぞうけい「学校生活をたのしく」

3・4年下 56-57ページ　
みんなのギャラリー「地いきの材料を生かす」

3・4年上 40-41ページ
「ふしぎな乗りもの」

3・4年上 56-57ページ
みんなのギャラリー
「地いきに学ぶ」

協働と共生、持続可能な社会への意識を高める
　図画工作の学習が教室、図工室に閉じられたものではなく、共に学び、社会へ広がる様子を掲載す
ることで、児童自らが図画工作の学習の意味に気づき、意欲をもって取り組むことができるものと考
えました。地域の文化を知ることは我が国と郷土を愛し、国際社会の平和や発展に寄与する態度につ
ながります。

学校の外に出て、伝
つた

えてみよう。
見つけよう、ふれてみよう。

学校の外に

つながる ぞうけい

学校のフェンスに
かざったら、
町の人が

見てくれたよ。

「お気に入りのカステラです
真ん中の絵は、おいしく
見えるように何度も
かき直しました。」

「江
え

戸
ど

川
がわ

区で有名な小
こ

松
まつ

菜
な

は、
栄
えい

養
よう

がたくさんあって
おいしいです。」

［東
とう

京
きょう

都
と

江
え

戸
ど

川
がわ

地いき と つながる

町のお気に入りのものを絵にして
地いきの人に見てもらいました。

黄
き

ぶな絵つけ

ちとふな盆
ぼん

踊
おど

り

ふく

［栃
とち

木
ぎ

県
けん

宇
うつのみや

都宮市］

［東
とう

京
きょう

都
と

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

］

［山
やま

口
ぐち

県
けん

地いきの方に教えてもらいながら、
黄
き

絵や文字をかいたは ぴを着
き

て

地いきの方に
でんとうの「ふ

ちょうせん

山もみじ　銘
めい

  武
むさし

蔵ヶ
が

丘
おか

（秋）

わたしたちがくらす地いきには、それぞれとく色があります。
自分たちの住む地いきについて学び、地いきにある形や色、そのよさを見つけましょう。

地いきに学ぶ

りゅうぐうじょうへ りゅうぐうじょうへ
ようこそ

［神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

横
よこ

浜
はま

市］

地いきにつたわる昔
むかし

話を
もとに、公園のへき画を

かきました。

盆
ぼん

栽
さい

は、植
しょく

物を育て、見てたのしむげいじゅつです。
植
うえ

木ばちの中に、世
せ

界
かい

が感じられるげいじゅつとして、
「B

ボ ン サ イ

ONSAI」という言葉
ば

で外国にも広まっています。

病
びょう

気をせず、けんこうで
いられるようにねがいが
こめられています。

自分のイメージに合わせて
盆
ぼん

栽
さい

をつくったよ。
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4 ヤ公園） ［東京都
と

］1987年 

のかいじゅうや園内の遊
ゆう

具
ぐ

は、
合わせてつくられている。

タイヤかいじゅうあらわれる

ために、使
つか

われなくなったものを
に注

ちゅう

目が集
あつ

まっています。

5  ゆめのうちゅう船
［バングラデシュ／ 8さい／ 36×54ｃｍ］

外国の友だちの絵

わが国では、多様な気候
こう

や各地で発達
たつ

した産
さん

業などから、さまざまな材
ざい

料
りょう

が手に入ります。
身近な材

ざい

料
りょう

の感じを生かして、表げんしてみましょう。

地いきの材
ざい

料
りょう

生かすを

雪の
世界い

地いきの色・
自分の色

竹紙あかり

ぬのマジック

螺
ら

鈿
でん

細
ざい

工
く

に
ちょうせん

［北
ほっ

海
かい

道
どう

札
さっ

幌
ぽろ

［大
おお

分
いた

県別
べっ

府
ぷ

市］

［福
ふく

岡
おか

県北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市］

［岡
おか

山
やま

県岡
おか

山
やま

市］

［岩
いわ

手
て

県山
やま

田
だ

町］

雪を積
つ

み上げて自
「いせき」をつくり

地いきの色を学んだ後、
「自分の色」をつくって
絵をかきました。

竹でつくられた紙に絵をかいて
とうろうをつくり、

小
こ

倉
くら

城
じょう

にてんじしました。

「小
こ

倉
くら

城
じょう

 竹あかり」のようす

んじのようす
火山から
生まれた色
絵をかきま

火山の石をくだいて
絵の具をつくるよ。

自分たちの地いきの色をさがしました。

地いきの方と
いっしょにつくりました。

螺
ら

鈿
でん

は貝がらの内側
がわ

の
光たくをかざりに
生かすつくり方です。

光に
すかしてみたら
どうかな。な。

竹紙にすみや絵の具で
大切にしたい自然

ぜん

や町を
かきました。

近くの漁
ぎょ

港でとれるアワビ貝から
アクセサリーを
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町のどのようなところを取
と

り上げるか話し合いました。 カッパ伝
でん

説
せつ

がある場所
しょ

を調
しら

べました。

町にある大きな木。
地図の中で目立たせるために、
大きくこい色でかきました。

社会科で自分たちの

住
す

む町のことを調
しら

べて、

絵地図をつくりました。

ほかの教科で

「つながる造形」では、
3・4上「学校生活をたのしく」、3・4下「地いきと
つながる」のページを設け、社会に開かれた教育課
程を示しました。

　地域の特性を生かした造形活動を取り
上げ、そのよさをじゅうぶんに味わえる
ようにしました。

　題材と関連して、持続可能
な社会に向けた取り組みや多
様性にかかわる作品を取り上
げました。
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ICTの活用で学習を支える
　紙の教科書とデジタルコンテンツを一体化して考え、QRコードから読み取ることで授業で実際に
使えるコンテンツを適切に入れていくとともに、タブレット端末の活用場面を可能な限り題材紙面に
反映させました。

　タブレット端末で見ることができるデジタルコンテンツはページの左下に「タブレットたんまつ
で見てみよう」のコーナーを設けてまとめました。

　絵画題材でタブレット端末での表現活
動をためしてみることができる作品に
ついては、「タブレットたんまつで」と
して、製作例を示しました。また、各題
材でタブレット端末の使用場面を掲載し、
活用のヒントとなるように心がけました。

　タブレット端末も用具の一つととらえ、各学年で
それぞれの学年に合った内容で「タブレットたんま
つを使おう」のページを設けました。

 タブレットたんまつで見てみよう

1 オン おしゃれなカメレオン［39×54cm］［

「おかしの包
つつ

ました。ルでざらざらした感じだったので、カメレオンを思いつきまみ紙がカラフル
った色画用紙や色ジャングルを表すのに合っ

いろ

紙
がみ

を選
えら

びました。」
切った紙の配置

ち

を

じゅ業の前に ／ はじめに
作品
作品カード ／ ふりかえりシート

QR
コード
掲載12

3・4年下 46-47ページ「へんてこ山の物語」

3・4年上 63ページ
「タブレットたんまつを使おう」

3・4年下 63ページ
「タブレットたんまつを使おう」

3・4年上 40-41ページ「ふしぎな乗りもの」

QRコードから読み取ることができるコンテンツの例
「はじめに」：題材の導入で児童の意欲を高める動画
「授業の前に」：授業の前に準備する材料などを示す動画
「用具の使い方」：必要な用具の使い方を示す動画
「作品」：教科書に掲載した以外の児童作品例の写真
「ぐるっと」：作品を360°回転させて見ることができる
コンテンツ
ワークシートなど：発想・構想に役立つ「アイデアシ
ート」、題材で培った力を確認できる「ふりかえりシ
ート」などのワークシート

 

タブレットたんまつで

5  にじ色電車［サイズか変
へん

］

 タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

マイ美
び

じゅつ館
かん

をつくろう

活動のようす

さつえいして

記ろくをのこ

タブレットたんまつでは、ためしたり、やり直したりすることがかんたんにできる。

どっちが
いいかな。

線がつながって
おもしろいよ ！

このやり方を
ためしてみよう。

黄色い花を
かいてみたいな。

形がかわるようすを
さつえいしておくよ。

そうだ ！
いいことを
思いついた。

かげの形が
おもしろいな。な。

かきたいもの、つくりたいもの、表
あらわ

したいものを見つけよう。

タブレットたんまつで表
あらわ

してみよう

活動
どう

の記ろくをほぞんしておこう

感じたことを表
あらわ

すためにタブレットたんまつを活用しよう
みる あらわす

しらべる

あつめる

ほぞん
するタブレットたんまつを使

つ か

おう

63

 タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

マイ美じゅつ館をつくろう

友だちが見つけたものやくふうしたところを見てみよう

タブレットたんまつを使おう

友だちに見てもらったり、発表したりしよう

この場所でみんなと活動してみたいな。

しろい形の
な。

色と手ざわりのちがうぬのを組み合わせてみたよ。

ほぞんした写真を自分で見るだけではなく、

友だちにも見てもらおう。

友だちに見せたいものを選
えら

ぼう。伝えたいことを考えよう。

ここがきれいだね。

この色の
組み合わせを
くふうしたよ。

あつめる

みる あらわす

しらべるほぞん
する

63

タブレットたんまつで

タブレットたんまつでスケッチをかくこともできる。
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■ 2. 対照表
図書の内容 学年 ページ 特に意を用いた点や特色

できたらいいな

力を合わせて

3・4上 2-3 教科書の巻頭には、職業及び生活との関連を重視して多様な人々が造形にかかわっ
ている姿を取り上げ、本人からのメッセージとあわせて掲載することで、これから
始まる図画工作の学習に児童が夢をもち、個人の価値を尊重してその能力を伸ば
し、創造性を培うことの大切さを伝えています。（第２号）3・4下 2-3

題材ページ全般

3・4上 全般

造形性を追求して試行錯誤し、美しい造形に触れる表現と鑑賞の学習全体を通し
て、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体
を養うことができると考えています。また、知識及び技能の習得を主たる目標に掲
げた題材の学習においては、巻末の「学びの資料」と連携して、幅広い生きた知識
と教養を身につけることにつながるように編修しました。（第１号）

自分とは何か、自分らしさとは何かということを造形的に表そうと追求することは
自己肯定感を高め、個人の価値尊重につながると考えて題材化しました。また、造
形活動によって自分たちの生活を豊かにすることのすばらしさを伝えたいと考え、
生活の中で使うものや遊ぶものを製作する題材を掲載しています。（第２号）

友だちと協力して表現する活動では、互いの考えを主張したり調整したりすること
が大切であることから形、色、言葉などを通して互いのよさを感じ合える題材づく
りに努力しました。互いの心を通わせる活動を通して相手への思いやりの心をふく
らませ、社会の形成に主体的に参画していくことにつながると考えています。
（第３号）

3・4下 全般

自然が豊かな場所で造形活動を行ったり、自然の事物をモチーフとした表現活動を
行ったりすることで身近な自然のよさを感じ取ることから、環境の保全に寄与する
態度の育成につながると考えました。（第４号）

造形活動や造形作品を通して我が国の文化や郷土のよさ、外国の文化などを伝える
よう努力しました。また、伝統と文化を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する
態度を養うことにつながると考えて、諸外国の児童の作品を適宜、取り上げて紹介
するとともに、日本や世界の美術作品を掲載しています。（第５号）

小さな美術館

3・4上 26-27 造形的な見方、考え方の資料として、児童にとって身近な日本や世界の美術作品な
どを掲載しました。関連題材と合わせて活用することで、豊かな情操を養い、国際
社会の平和と発展に寄与する態度の育成に、より効果が上がるものと考えました。
（第１号／第５号）3・4下 10-11

つながる造形

3・4上 54-55
主体的に社会の形成に参画する態度や豊かな情操を養うことにつながるように、
造形活動にかかわる多様な交流の事例や地域、作品を取り上げました。また、
SDGsに関する事例も多く掲載することで、生命を尊び、自然を大切にし、環境の
保全に寄与する態度を養うことにもつながるようにしました。（第１号／第４号
／第５号）

54-553・4下

みんなのギャラリー

3・4上 56-57 地域の特性を生かした造形活動や造形作品を通して、我が国の文化や郷土のよさな
どを伝えるよう努力しました。また、さまざまな地域の自然や材料を知ることで、
環境の保全に寄与する態度の育成につながるものと考え、多様な事例を掲載してい
ます。（第４号／第５号）3・4下 56-57

学びの資料

3・4上 58-65 材料・用具の安全な使い方やタブレット端末の活用法、発想の方法などを掲載しま
した。各学年の65ページには、「これまでのふりかえりをしよう」として、教科
書全体のまとめ、ふりかえりのページを新たに設け、幅広い知識と教養を身につけ
られるようになっています。（第１号）3・4下 58-65
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■ 3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

インクルーシブ教育への
配慮

　各分野の専門家の校閲を得て、すべての多様な児童が等しく学べるように表記や表示のくふうをしまし
た。学習の入り口でつまずかないように配慮し、特別支援の観点としても効果的な表記になっています。
　書体はすべて読み取りやすいユニバーサルデザインフォントを採用し、単語や文節の途中で改行せずに
一目読みしやすいようにレイアウトするとともに、当該学年以降で習う漢字には初出時だけではなくすべ
てにふりがなをつける「総ルビ」としました。また、色覚に多様性のあるすべての児童に対して、教科書
の内容がきちんと伝わるように、カラーユニバーサルデザインの観点から識別しやすい配色や形状、イラ
ストの配色や写真の配置などをくふうし、支障なく学習できるようにしました。
　作品の図版には、外国籍児童だけではなくすべての児童にとっても、指し示す図版を共有することがで
きるように作品名などのデータとあわせて図番号を付しました。

環境・共生への配慮

　児童がさまざまな活動体験や材料体験を深めると同時に、自然を大切にし、環境の保全に寄与するよう
な内容の設定を心がけました。造形遊びで使った材料を次の時間に工作で使用するようにする、従来のプ
ラスチックストローを紙ストローに変更するなどのくふうを行いました。アール・ブリュットの作品を取
り上げたり、題材と関連してSDGsについても学習できるようにコラムを設けたりしました。
　また、自他を認め、協力して共に活動することの大切さを重視する内容の設定にも配慮しました。

伝統文化や
地域性への配慮

　児童が自分たちの暮らす地域に目を向け、そのよさや特徴に気づくきっかけとなるように、日本の各地
に伝わる工芸品や、地域の特徴（材料や伝統、人的資源）を生かして行われている造形活動などを多く掲
載し、身近な地域の中から児童や学校の実態に応じて活動できるように配慮しました。

安全・防災教育への
配慮

　安全や防災につながる後片づけについて、配慮すべき点をマークとともに、写真やイラストを用いて具
体的に例示しました。材料や用具を安全に使用することはもとより、後片づけも防災、事故防止に向けて
大切な学習活動であることを示しました。また、各学年の巻末８ページに「学びの資料」を設定し、用具
の基本的な扱い方等をイラストや写真で示すとともに、必要な個所には「あんぜん」「安全」マークをつけ
て、安全な使い方ができるように配慮しました。

幼稚園、保育園からの
接続や中学校との接続、
キャリア教育への配慮

　６学年を通しての冒頭のページには幼稚園教諭からのメッセージを掲載し、幼児期の造形的な活動を想
起させるとともに、これから始まる図画工作の学習に期待感をもたせます（１・２上）。心を開き、体全
体でたのしむことができる題材を低学年から高学年にかけて傾斜配当し、図画工作の活動に慣れていける
ように構成しました。
　中学校美術に向けては、水墨画の実践や屏風絵の鑑賞などの内容を設定するとともに、小学校の６年間
をふりかえり、中学校美術科並びに技術・家庭科（技術分野）への接続やキャリア教育をも視野に入れた
「未来へつながる図画工作」のページ（5・6年下）を設けました。また、各学年の表紙をめくったページ
には、造形的な力を生かして社会で活躍する人々を取り上げ、児童の勤労観や職業観の育成につながるよ
うにしました。

環境やアレルギーに
配慮した造本

　印刷インキは、人体への影響が少ない植物性インキを使用していますので、化学物質に敏感な児童でも
安心して使用することができます。写真や図版の鮮明度を保ちつつ、資源保護のために表紙、本文ともす
べて環境に配慮した用紙を使用しています。
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表）

※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-113 小学校 図画工作 図画工作 第3・4学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

 ９ 開隆堂 図工 305
図工 306

図画工作　３・４上　できたらいいな
図画工作　３・４下　力を合わせて

　造形感覚や感性、あるいは自主性や積極性など、「教
える」ことができない「育てる」ことの「課題・目標」
を達成するためには、まず、児童が「たのしそう」
「おもしろそう」「やってみたい」「ためしてみた
い」と思えるような造形表現としての活動内容である
ことが大切です。たのしく学習したことが学力として
しっかりと身につくように編修しました。

知識及び技能に
関するキャラクター
（形や色、方法や材料を
知って、くふうする力）

思考力、判断力、表現力等に
関するキャラクター

（ためしたり、見つけたりして、
考えたり、思いついたりする力）

学びに向かう力、人間性等の涵養に
　関するキャラクター

（心を開いてたのしく活動し、
友だちとかかわり、協力し合う力）

　児童に育成したい資質や能力を、学習指導要領における授業（学習）の
中心的な三つの目標（めあて）を児童にわかりやすく整理して示すととも
に、それらを象徴的なたのしいキャラクターマークとして表示しました。

三つの資質・能力を象徴的に
表したキャラクター

　図画工作科の「目標」達成するために必要な三つの資質や能力を基盤に、編集の基本方針の意を受け、たのしく見たり
考えたり、わかりやすく表現しやすい教科書を目指しました。具体的には以下の視点で教科書の編修を行いました。

■ 1. 編修上、特に意を用いた点や特色

たのしく学び、
しっかり身につける

わかりやすい、
教えやすい

見通しをもって、
関連付けて学ぶ

様式05-2

たのしく学び、
しっかり身につける

こころさんひらめきさんくふうさん

❶
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学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

のこぎりの使い方 ／
きり、かなづちの使い方

かたづけ

キャップをして
すぐにしまう。

くぎを打つときのくふう

きりの使い方

板の切り方

紙やすりの種
しゅ

類
るい

と使い方

りょうばのこぎり

40番 80番 100番 150番 180番 240番

かなづち（げんのう）

1 

四つ目ぎり

三つ目ぎり

60 61

タブレットたんまつで見てみよう かたづけ

くぎの打
う

ち方

いろいろなくぎ

くぎのぬき方 カラフルねん土のつくり方

のこぎりの使い方

学びのしりょう

かなづちの使
つか

い方 ／ くぎぬきの使
つか

い方 ／
のこぎりの使

つか

い方 ／ カラフルねん土のつくり方

次
つぎ

に使
つか

うときまで、かわかないように
ビニルぶくろに入れてほかんする。

万
まん

力
りき

かたばのこぎり

鉄
てつ

丸くぎ

細
ほそ

くぎ ステープル
（U

ユー

字くぎ）

くぎぬき

ペンチ

クランプ

丸かなづち

60 61

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

ざいりょうの木をつくろう

ひひ めめらら きき シショョーートトチチャャレレンンシシ

ざいりょうから生まれた木

ボタン キャップ アルミホイル ストロー木の実
み

●ほかにはどんなざいりょうがあるかな

64

育てたい三つの資質・能力に沿った「学習のめあて」を各題材に明示するとともに、
特に当該題材で重点的に育成を図りたい資質・能力にはは強調して示しました。

安全な用具の使い方などの知識や技能にかかわる情報として、
巻末の資料ページを充実させました。巻末にあるので調べやすく、
各題材の表現活動と関連し、児童の自主的な活動を支援します。

短時間で発想の方法を知り、気軽に実験的
にたのしみながらかくことで造形的な発想の
方法（見方や考え方）を学びます。

発想・構想の
トレーニングとして設定した
「ひらめきショートチャレンジ」

3・4年上 18-19ページ
「光サンドイッチ」

3・4年上 58-65ページ「学びのしりょう」 3・4年下 58-65ページ「学びのしりょう」

3・4年下 38-39ページ　
「本を開くとお気に入りの場面」

3・4年下 44-45ページ
「紙の箱だいへんしん」

わかりやすい
「学習のめあて」

知識・技能を確実に身につけ、
活用を図る「学びの資料」

かたづけ

タブレットたんまつで見てみよう

用具 ざいりょうを知ろうや
 学びのしりょう

具
ぐ

の使
つか

い方

筆
ふで

の持
も

ち方と使
つか

い方

絵の具
ぐ

をまぜて色をつくる

筆
ふで

による表
あらわ

し方のちがい

●水のりょうをかえて

小さいところは、
絵の具

ぐ

を出す部
へ

屋
や

。
いつも同じ部

へ

屋
や

に
同じ色を出す。

大きいところは、
絵の具

ぐ

をといたり
まぜたりする部

へ

屋
や

。

①筆
ふで

をあらう
ところ

③水を
ふくませる
ところ

②すすぐ
ところ

筆
ひっ

せんのふちで、
水を切って、
筆
ふで

先を整
ととの

える。

タオルの上で、
筆
ふで

につけた
水のりょうを
調
ちょう

せつする。

左手で筆
ふで

を使
つか

う場合のおき方

絵の具
ぐ

をまぜる部
へ

屋
や

が足りなくなったら、
水でとかし、ふき取

と

って、また使
つか

う。

パレットをあらうときは、

筆
ひっ

せんの水を使
つか

ってもよい。

絵の具
ぐ

チューブの先を

ふいてから、ふたをする。
筆
ふで

は根
ね

元から、やさしく、

水でよくあらう。

水分をふき取
と

り、筆
ふで

先を

整
ととの

える。

水さい絵の具
ぐ

の使
つか

い方

58 59

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

絵の具のいろいろな表し方 ／
ちょうこく刀の使い方

かたづけ

使った用具や材
ざい

料
りょう

は
きれいにあらって
元の場所にもどす。

安全！
4

の前に手を出さない。
ほる方向を変

か

えるときは、
はん木

ぎ

を回して、必
かなら

ず
前に向かってほる。

はん木
ぎ

の下に
「すべり止め」を
しいてほる。

ちょうこく刀の使い方

絵の具のいろいろな表し方

用用具や材料
ょう

をを知知ろろうう

丸刀 三角刀 平
ひら

刀

1 

58 59

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう  タブレットたんまつで見てみようかたづけ

マイ美
び

じゅつ館
かん

をつくろう

あまったざいりょうは、
しゅるいごとにまとめて
取
と

っておく。
紙はん画のつくり方

ボボーールル紙

レレレーース

かかたたたた面面
めめんん

だだんんボーーール

ネネッット

毛毛糸糸

こここんんぽぽぽううざざい

ぬぬの

ひひもも

ほほほかにどんんななななもののが
使使
つか

ええそううかなな。

●はん
4 4

のざいりょう

活動のようす

さつえいして

記ろくをのこ

タブレットたんまつでは、ためしたり、やり直したりすることがかんたんにできる。

どっちが
いいかな。

線がつながって
おもしろいよ！

このやり方を
ためしてみよう。

黄色い花を
かいてみたいな。

形がかわるようすを
さつえいしておくよ。

そうだ ！
いいことを
思いついた。

かげの形が
おもしろいな。な。

かきたいもの、つくりたいもの、表
あらわ

したいものを見つけよう。

ばれんの使
つか

い方

タブレットたんまつで表
あらわ

してみよう

活動
どう

の記ろくをほぞんしておこう

紙はん画のつくり方

感じたことを表
あらわ

すためにタブレットたんまつを活用しよう
みる あらわす

しらべる

あつめる

ほぞん
するタブレットたんまつを使

つ か

おう

62 63

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

小刀の使い方 ／

だんボールカッターの使い方

あんぜん！

だんボールカッターを使うときは、
向こう側

がわ

に人がいないかを必
かなら

ずかくにんする。

小刀の使い方

だんボールカッターの使

小刀

1 

だんボールカッター

かたづけ

は
4

をしまうときは、は
4

の先をさやに入れた後、ゆっくりとおくまでおしこむ。

62

 タブレットたんまつで見てみよう

マイ美じゅつ館をつくろう

友だちが見つけたものやくふうしたところを見てみよう

タブレットたんまつを使おう

友だちに見てもらったり、発表したりしよう

この場所でみんなと活動してみたいな。

しろい形の
な。

色と手ざわりのちがうぬのを組み合わせてみたよ。

ほぞんした写真を自分で見るだけではなく、

友だちにも見てもらおう。

友だちに見せたいものを選
えら

ぼう。伝えたいことを考えよう。

ここがきれいだね。

この色の
組み合わせを
くふうしたよ。

あつめる

みる あらわす

しらべるほぞん
する

63

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう  タブレットたんまつで見てみよう

ざいりょうの木をつくろう これまでのふりかえりをしよう

ひひ めめらら きき シショョーートトチチャャレレンンシシ ここれれままでの をししよよううふふりりかかええ りり

ざいりょうから生まれた木

ボタン キャップ アルミホイル ストロー木の実
み

ふわふわ空気 つんで つなげて みんなでつくろう ねん土ランド

すきな色で すてきな花を

絵の具
ぐ

と水のハーモニー ためしてあそんでマグネット

生まれかわった なかまたち

ようこそ ！  アミアミワールド

えっへん ！  わたしが主
しゅ

人公です

うつしてふえるよ でこぼこさん

●ほかにはどんなざいりょうがあるかな

ねん土で
どんなことをしようか、
友だちと考えたよ。

絵の具
ぐ

に水をたくさん
入れたり、少なくしたりして
かいてみたよ。

着
き

られなくなった服
ふく

の
形や色から
つくりたいものを
思いついたよ。

ざいりょうや用具
ぐ

を使って、
どんなくふうができたかな。

たのしかったことや、
みんなで考えたことは
何かな。

考えたり、
思いついたり
したかな。

64 65

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう  タブレットたんまつで見てみよう

ドアを通して変
へん

身させよう これまでのふりかえりをしよう

？

ひひ めめらら きき シショョーートトチチャャレレンンシシ ここれれままででの をしよよううふふりりかかええ りり

ドアを通ると大変身 ！

お気に入りの形 みんなでたのしい だんボールランド

飛び出すハッピーカード

カクカク板を組み合わせたら ほった線からはじまるお話

むすんで つないで

紙の箱だいへんしん

どろどろカッチン

はる はる はる絵

友だちと話をして、
だんボールのおもしろい
使い方を見つけたよ。

切った箱の形から、
いろいろなことを想ぞうして、
つくりたいものを見つけたよ。

材
ざい

料
りょう

や用具を使って、
どんなくふうが
できたかな。

みんなで考えたことは
何かな。

ためしたり
考えたり、
思いついたり
したかな。

一つのドアを通ると

二つのドアを通ると

カクカク板をつくるために、
のこぎりや紙やすりを使ったよ。

64 65

❷

❸

❹ 学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

ドアを通して変
へん

身させよう

？

ひひ めめらら きき シショョーートトチチャャレレンンシシ

ドアを通ると大変身 ！

一つのドアを通ると

二つのドアを通ると

64

光を通すざいりょうの

形や色の組み合わせをくふうする。

光を通したざいりょうから

つくりたいかざりを考える。

光にかざしたときのざいりょうの

美
うつく

しさをたのしむ。

学習
しゅう

のめあて
伝
つた

えたい場面に合わせて、

つくり方をくふうする。

お気に入りの場面を

どのように表すか考える。

お気に入りの場面を

伝
つた

え合うことをたのしむ。

学習のめあて
箱の切り方や組み合わせ方を

くふうする。

切った箱の形や組み合わせた形から、

つくりたいかざりを考える。

箱を切って組み合わせることを

たのしむ。

学習のめあて

かたづけ

タブレットたんまつで見てみよう

用具 ざいりょうを知ろうや
 学びのしりょう

絵の具
ぐ

の使
つか

い方

筆
ふで

の持
も

ち方と使
つか

い方

絵の具
ぐ

をまぜて色をつくる

筆
ふで

による表
あらわ

し方のちがい

●水のりょうをかえて

小さいところは、
絵の具

ぐ

を出す部
へ

屋
や

。
いつも同じ部

へ

屋
や

に
同じ色を出す。

大きいところは、
絵の具

ぐ

をといたり
まぜたりする部

へ

屋
や

。

①筆
ふで

をあらう
ところ

③水を
　ふくませる
　ところ

②すすぐ
　ところ

筆
ひっ

せんのふちで、
水を切って、
筆
ふで

先を整
ととの

える。

タオルの上で、
筆
ふで

につけた
水のりょうを
調
ちょう

せつする。

左手で筆
ふで

を使
つか

う場合のおき方

絵の具
ぐ

をまぜる部
へ

屋
や

が足りなくなったら、
水でとかし、ふき取

と

って、また使
つか

う。

パレットをあらうときは、

筆
ひっ

せんの水を使
つか

ってもよい。

絵の具
ぐ

チューブの先を

ふいてから、ふたをする。

筆
ふで

は根
ね

元から、やさしく、

水でよくあらう。

水分をふき取
と

り、筆
ふで

先を

整
ととの

える。

ぐ

の使
つか

い方

58 59

学びのしりょう

 タブレットたんまつで見てみよう

絵の具のいろいろな表し方 ／
ちょうこく刀の使い方

かたづけ

使った用具や材
ざい

料
りょう

は
きれいにあらって
元の場所にもどす。

安全！
4

の前に手を出さない。
ほる方向を変

か

えるときは、
はん木

ぎ

を回して、必
かなら

ず
前に向かってほる。

はん木
ぎ

の下に
「すべり止め」を
しいてほる。

ちょうこく刀の使い方

絵の具のいろいろな表し方

用用具具やや材料
う

をを知知ろろうう

丸刀 三角刀 平
ひら

刀

1 

58 59
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う

あんぜん！

みんなでくぎ打
う

ち、たのしくトントン ！
ビー玉が転

ころ

がるおもしろいコースを
つくろう。 

トトンントトンンくくぎぎ打打
ううう

ちち
ココンンココンンビビーー玉玉

つくえにくぎをささないように、
くぎを打

う

つ前に、板
いた

のあつさと、
くぎの長さをたしかめる。

くぎ打
う

ちを

たのしもう ！

タブレットたんまつで見てみよう あわせて学ぼうふりかえり

かたづけ

さんこう

こ
う
さ
く 板

いた

ざい くぎ かなづち くぎぬき身
み

近な
ざいりょう

ビー玉を転
ころ

がして
ためしてみようか。

わ
4

ゴムを引
ひ

っかけて、
カラフルなクモのす

4

ゾーンに
しました。

はじめに ／ かなづちの使
つか

い方 ／ 
くぎぬきの使

つか

い方 ／ 作品
ひん

作品
ひん

カード ／ ふりかえりシート

かなづち、くぎぬきの
使
つか

い方は
60ページを見よう。 遊

あそ

んだ後は、くぎをぬいておく。

友だちと話し合いながら、
くふうしてコースをつくり、
くぎ打

う

ちをたのしんだかな。

【とくべつ活動
どう

】
学校行事

じ

などで、ほかの学年の友だちと
つくったコースで遊

あそ

んでみよう。

QR
コード
掲載

くぎの打
う

ち方やざいりょうの

つけ方をくふうする。

くぎ打
う

ちのここちよさを

あじわいながら、

みんなでコースづくりをたのしむ。

ビー玉が転
ころ

がる

たのしいコースを考える。

学習
しゅう

のめあて

42 43

参考
あわせて学ぼう

　タブレット端末でQRコードを読み取るこ
とで、授業に役立つデジタルコンテンツを見
ることができます。用具の使い方などの動画
や発想や構想、ふりかえりなどに役立つワー
クシートを利用することができます。

育てたい三つの資質・能力を示すと
ともに、題材で特に中心的に育成を図
りたいめあてを焦点化することで、授
業づくりが明確になります。

　ページの下段には、授業の流れに沿って、必要な知識
や手順などをまとめています。「ふりかえり」は、QR
コンテンツからの「ふりかえりシート」とあわせてより
深く学習の成果を確認することができます。

タブレットたんまつで
見てみよう

学習のめあて

3・4年上 42-43ページ「トントンくぎ打ち コンコンビー玉」

　題材名の上には、題材で使う主
な用具や材料を明示しました。授
業の準備や持ち物の確認に役立ち
ます。

用具材料の表示

　題材で育てたい資質・能力に対応し
たキャラクターが学習のヒントや見
方・考え方を伝えます。

キャラクター
　安全に活動するにあたって、注
意すべきことを囲みで強調して示
しました。

安全

　題材ページでは、「学習のめあて」を整理し、焦点化して示すこ
とで、授業方法や指導方法が指導者や児童にとって視覚的に紙面か
ら読み取りやすい紙面構成や表示に努めました。作例や情景写真な
どを手がかりに活動に見通しをもつことは、児童が自ら思考、判
断、表現することを促していくことにつながっていきます。

わかりやすい、
教えやすい

知識及び技能に
関するキャラクター

思考力、判断力、
表現力等に
関するキャラクター

学びに向かう力、
人間性等の涵養に
関するキャラクター

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻
❾

かたづけ❼ ふりかえり❽

●●❶
●●❷

●●❹

●●❸
●●❺ ●●❻

●●❼
●●❽ ●●❾
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　各学年のカリキュラム（題材構成）を系統的、構造的に折り込
みページに図示し、学年全体の題材の「学習のめあて」と表現内
容の構成を視覚的に見渡すことができる「もくじ」を設定しまし
た。これにより、１年間のカリキュラム、教科書の構造がわか
り、見通しをもって授業をしていただくことができます。また、
各学年の巻末では、「これまでのふりかえりをしよう」を設け、
1年間の学習で培った資質・能力を確かめることができるように
なっています。

　関連するページを前後に
配し、学んだ資質・能力や
使った材料などを次の学習
に生かすことができるよう
にしました。

　各題材には、図画工作の学習
と他教科や学校生活で関連付け
るヒントの例を「あわせて学ぼ
う」として示しました。

年間の学習が一覧できる「もくじ」と
「これまでのふりかえりをしよう」

学習を関連付ける
ことで広がる、
深まる

他教科等と関連付けて学ぶ「あわせて学ぼう」

 タブレットたんまつで見てみよう

QR
コード
掲載

これまでのふりかえりをしよう

ここれれままででの をししよよううふふりりかかええ りり

ふわふわ空気 つんで つなげて みんなでつくろう ねん土ランド

すきな色で すてきな花を

絵の具
ぐ

と水のハーモニー ためしてあそんでマグネット

生まれかわった なかまたち

ようこそ ！  アミアミワールド

えっへん ！  わたしが主
しゅ

人公です

うつしてふえるよ でこぼこさん

ねん土で
どんなことをしようか、
友だちと考えたよ。

絵の具
ぐ

に水をたくさん
入れたり、少なくしたりして
かいてみたよ。

着
き

られなくなった服
ふく

の
形や色から
つくりたいものを
思いついたよ。

ざいりょうや用具
ぐ

を使って、
どんなくふうができたかな。

たのしかったことや、
みんなで考えたことは
何かな。

ためしたり、
考えたり、
思いついたり
したかな。

65

3・4年上 5-7ページ「もくじ」

3・4年下 18-19ページ「木々を見つめて」 3・4年下 20-21ページ「自然の色 どんな色」

3・4年上 65ページ「これまでのふりかえりをしよう」

 タブレットたんまつで見てみよう

作品 自然
ぜん

をかくのはすてきだね。
ドランさんの木の色づかいを見てみよう。
どんなことを考えて、こんなふうにかいたのかな。 
自分の感じ取ったことを話してみよう。

作品の色づかいから、

どんなことを

感じるかな。 ドランさんは
この木の色を、
どんな気持ちから
選
えら

んだのかな。

1  リウに架
か

かる橋［キャンバス／油
ゆ

彩
さい

／ 82.5×101.6cm］1906年　アンドレ・ドラン［フランス／1880～1954］ ニューヨーク近代美術
じゅつ

館蔵
ぞう

［アメリカ］

友だちといっしょに見ると
新しい発見がありそうだな

作品のこんなところを見てみよう
・何がかかれているのかな。
・形や色にどんな特

とく

ちょうやよさがあるのかな。
・どんな思いでこのような色づかいをしたのかな。

か
ん
し
ょ
う

自分がかいた木の作品を、
色づかいに注目して
もう一度見てみよう。

自分の作品をふりかえろう

はじめに
かんしょうシート ／ ふりかえりシート

QR
コード
掲載

あわせて学ぼうふりかえり

作品の色づかいから、
どんなことを
感じたのかな。

【国語】
作品から感じたことを
文章にして伝

つた

えてみよう。

葉がすずしい風に
ふかれている感じを表せたな。

Th
e 
W
ill
ia
m
 S
. P
al
ey
 C
ol
le
ct
io
n.
 S
PC
66
.1
99
0 
©
 2
02
2.
 D
ig
it
al
 im
ag
e,
 T
he
 M
us
eu
m
 o
f M
od
er
n 
A
rt
, N
ew
 Y
or
k/
Sc
al
a,
 F
lo
re
nc
e

自然の色色 どどんんなな色色

作品のよさ、形や色のくふうに

気づく。

たがいの見方や感じ方のよさや

ちがいを味わう。

学習のめあて

作品の形や色から

感じ取ったことについて考える。

20 21

木々を見つめて

カラーペン えん筆、
色えん筆

画用紙絵の具 クレヨン、
パス

1

3

2

4

5 けるようすをかきました。」

ぐにゃぐにゃした木や

どっしりとした木、

いろいろな木があるね。

お気に入りの木を

見つけよう。

参
さん

考

絵の具のいろいろな
表し方は
58ページを見よう。

 タブレットたんまつで見てみよう

はじめに
作品
アイデアシート ／ 作品カード ／ ふりかえりシート

QR
コード
掲載

あわせて学ぼうふりかえりかたづけ

絵の具などは
種
しゅ

類
るい

ごとにまとめて
かたづける。

木からどんなことを
感じて表したのかな。

【理科】
季
き

節
せつ

によって木のようすが
どのように変

へん

化するか調べてみよう。

太陽の光をたくさん浴びて育つ木々。
さわったり、においをかいだり、
音を聞いたりして木を感じてみよう。
木から感じたことを表そう。

え

18 19

木のかき方や

色づくりをくふうする。

お気に入りの

木をかくことをたのしむ。

学習のめあて

木から感じたことをもとに

表したいことを考える。

3・4年上 12-13ページ
「生まれかわった なかまたち」

あわせて学ぼう

【社会】
みんなの住

す

む町の、いらなくなったものを
むだにしない取

と

り組みについて調
しら

べてみよう。

3・4年上 18-19ページ
「光サンドイッチ」

あわせて学ぼう

【理科】
太陽

よう

の光の当たり方によって作品
ひん

の見え方が
へん化

か

することに注
ちゅう

目してみよう。

3・4年上 38-39ページ
「未来にタイムスリップ」

あわせて学ぼう

【そう合てきな学習
しゅう

の時間】
自分が目指

ざ

すしょう来のすがたに
向
む

けた目ひょうを立ててみよう。

　一つの題材だけでなく複数の題材、つまり年間を通して、何
をどのように学び、自らにとってどのような意味をもつのかを
伝えることが大切になります。題材の年間配列や各題材を系統
的に関係付けたカリキュラム・マネジメントを重視した編成を
行いました。

見通しをもち、
関連付けて学ぶ

学びのしりょう

タブレットたんまつを使おう用具
ぐ

やざいりょうを知
し

ろう

小さな
美
び

じゅつ館
か ん

ひ ら め き

ショートチャレンシ

表
あらわわ

し方を考えて

つながる ぞうけい

学校生活 を
たのしく

をしようふりか りえ

これまでの
学びのしりょう

用具
ぐ

やざいりょうを知ろう 58～62

タブレットたんまつを使
つか

おう 63

ひらめきショートチャレンジ 64

これまでのふりかえりをしよう 65

この教科書を通して、
三つの力に合った題

だい

ざいを
バランスよく学習

しゅう

することができます。

も く じ

できたらいいな    2・3

図画工作を学ぶみなさんへ    4～7

絵の具
ぐ

と水のハーモニー  8・9

ふわふわ空気 つんで つなげて   10・11

生まれかわったなかまたち   12・13

カラフルねん土でマイグッズ  ズ  14・15

かげのへんしん  16・17

光サンドイッチ  18・19

はこの中の世
せ

界
かい

   20・21

けずってつけてわたしたちの形   22・23

すきな色ですてきな花を  24・25

小さな美
び

じゅつ館
かん

    26・27

にじんで広がるものがたり   28・29

ようこそ ！ アミアミワールド   30・31

このカタチへんしんすると  32・33

みんなでつくろうねん土ランド   34・35

ためしてあそんでマグネット   36・37

未
み

来にタイムスリップ  プ  38・39

ふしぎな乗
の

りもの   40・41

トントンくぎ打
う

ち コンコンビー玉   42・43

えっへん ！ わたしが主
しゅ

人公です   44・45

のこぎりザクザクつないでつけて   46・47

うつしてふえるよでこぼこさん   48・49

わくわく ！ スーパーランドセル   50・51

みんなでオン・ステージ   52・53

つながるぞうけい    54・55

みんなのギャラリー    56・57

用具
ぐ

の
使
つか

い方などは
こちら。

おもしろいことを

思いついたみたい。

つくり方を

くふうしているね。

人や社会と
つながっているね。

イメージを
広げよう。

動
どう

しているね。

カラフルねん土でマイグッズ

未
み

来にタイムスリップ

にじんで広がるものがたり

えっへん ！ わたしが主
しゅ

人公です

ふしぎな乗
の

りもの

みんなでオン・ステージ

ようこそ ！ アミアミワールド

けずってつけて わたしたちの形

トントンくぎ打
う

ち コンコンビー玉

みんなでつくろう ねん土ランド

かげのへんしん

生まれかわった なかまたち

うつしてふえるよ でこぼこさん
はこの中の世

せ

界
かい

絵の具
ぐ

と水のハーモニー

光サンドイッチ

のこぎりザクザク つないでつけて 

このカタチ へんしんすると

ためしてあそんでマグネット

ふわふわ空気 つんで つなげて

わくわく ！ スーパーランドセル

すきな色で すてきな花を

5 6 7

題
だい

ざいの内ようを色とマークで表
あらわ

しています。

ぞ
う
け
い
あ
そ
び

り
っ
た
い

こ
う
さ
く

え

か
ん
し
ょ
う

❶

❷

❸
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学年 ページ 図書の内容 分野
学習指導要領の内容

A表現（1） A表現（2） B鑑賞（1） 〔共通事項〕
ア イ ア イ ア ア イ

３
・
４
年
上

2-3 できたらいいな 鑑 〇 〇 〇
8-9 絵の具と水のハーモニー 絵 〇 〇 〇 〇
10-11 ふわふわ空気 つんで つなげて 遊 〇 〇 〇 〇
12-13 生まれかわった なかまたち 立 〇 〇 〇 〇
14-15 カラフルねん土でマイグッズ 工 〇 〇 〇 〇
16-17 かげのへんしん 遊 〇 〇 〇 〇
18-19 光サンドイッチ 工 〇 〇 〇 〇
20-21 はこの中の世界 工 〇 〇 〇 〇
22-23 けずってつけて わたしたちの形 立 〇 〇 〇 〇
24-25 すきな色で すてきな花を 絵 〇 〇 〇 〇
26-27 小さな美じゅつ館 鑑 〇 〇 〇
28-29 にじんで広がるものがたり 絵 〇 〇 〇 〇
30-31 ようこそ！ アミアミワールド 遊 〇 〇 〇 〇
32-33 このカタチ へんしんすると 絵 〇 〇 〇 〇
34-35 みんなでつくろう ねん土ランド 立 〇 〇 〇 〇
36-37 ためしてあそんでマグネット 工 〇 〇 〇 〇
38-39 未来にタイムスリップ 絵 〇 〇 〇 〇
40-41 ふしぎな乗りもの 絵 〇 〇 〇 〇
42-43 トントンくぎ打ち コンコンビー玉 工 〇 〇 〇 〇
44-45 えっへん！わたしが主人公です 鑑 〇 〇 〇
46-47 のこぎりザクザク つないでつけて 工 〇 〇 〇 〇
48-49 うつしてふえるよ でこぼこさん 絵 〇 〇 〇 〇
50-51 わくわく！ スーパーランドセル 工 〇 〇 〇 〇
52-53 みんなでオン・ステージ 工 〇 〇 〇 〇
54-55 つながるぞうけい 鑑 〇 〇 〇
56-57 みんなのギャラリー 鑑 〇 〇 〇
58-65 学びのしりょう － 〇 〇 〇 〇

３
・
４
年
下

2-3 力を合わせて 鑑 〇 〇 〇
8-9 いろいろ絵の具研究所 絵 〇 〇 〇 〇
10-11 小さな美じゅつ館 鑑 〇 〇 〇
12-13 はる はる はる絵 絵 〇 〇 〇 〇
14-15 紙パックでパックパク 工 〇 〇 〇 〇
16-17 むすんで つないで 遊 〇 〇 〇 〇
18-19 木々を見つめて 絵 〇 〇 〇 〇
20-21 自然の色 どんな色 鑑 〇 〇 〇
22-23 つないで組んで すてきな形 工 〇 〇 〇 〇
24-25 お気に入りの形 立 〇 〇 〇 〇
26-27 ちかごろむちゅうです 絵 〇 〇 〇 〇
28-29 小さくなって遊びにいこう 絵 〇 〇 〇 〇
30-31 どろどろカッチン 立 〇 〇 〇 〇
32-33 直線と曲線から生まれる形 立 〇 〇 〇 〇
34-35 わくわくランドで遊ぼう 遊 〇 〇 〇 〇
36-37 学校もりあげますコット 工 〇 〇 〇 〇
38-39 本を開くとお気に入りの場面 工 〇 〇 〇 〇
40-41 飛び出すハッピーカード 工 〇 〇 〇 〇
42-43 ほった線からはじまるお話 絵 〇 〇 〇 〇
44-45 紙の箱だいへんしん 工 〇 〇 〇 〇
46-47 へんてこ山の物語 絵 〇 〇 〇 〇
48-49 カクカク板を組み合わせたら 工 〇 〇 〇 〇
50-51 みんなでたのしい だんボールランド 遊 〇 〇 〇 〇
52-53 ゆめいろランプ 工 〇 〇 〇 〇
54-55 つながるぞうけい 鑑 〇 〇 〇
56-57 みんなのギャラリー 鑑 〇 〇 〇
58-65 学びのしりょう － 〇 〇 〇 〇

■　2. 対照表


